
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２０日（日）に松葉コミュ 

ニティセンターにおいて、第１回 

の松葉小学校区コミュニティ設立 

準備会が開催され、設立準備会の 

役員は以下のとおり決まりました。 

会合では、地域コミュニティの必要性を確認する

とともに、会則などを決定しました。次回会合で

は地域の課題の洗い出しを行うことになりまし

た。 

松葉小学校区コミュニティ設立準備会役員 （敬称略） 

会 長 澁谷 吉昭（松葉１丁目自治会長） 

副会長 冨田 英次（パークハイム自治会長） 

会 計 松尾 日出男（松葉５丁目自治会長） 

監 事 大内 正壽（松葉３丁目自治会長） 

監 事 猪飼 浩司（北竜台ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ自治会長） 
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現在、龍ケ崎市では、コミュニティセンターの活動範囲(小学校区)を基本とした地域コミュニティ

の形成を目指しています。そのため、昨年度は、市内に 13 あるコミュニティセンターの活動範囲ご

とに、住民自治組織(区・自治会・町内会など)の代表の皆さんと意見交換会を開催しました。その結

果、今年度には次の 6 地区において、地域コミュニティの設立準備会が設置され、平成 25 年度から

地域コミュニティ活動がスタートできるよう、話し合いを進めていくことになりました。 

 

 

 

「地域コミュニティＮＥＷＳ」では、設立準備会が設置された 6 地区での話し合いの様子を随時お

知らせしますので、お楽しみに。この創刊号では、5 月に話し合いの行われた松葉地区・北文間地区・

川原代地区の様子をご報告します。 

龍ケ崎地区 龍ケ崎西地区 川原代地区 北文間地区 松葉地区 城ノ内地区 

な
ぜ
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
が
必
要
な
の
？ 

龍
ケ
崎
市
も
含
め
、
多
く
の
市
町
村
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
個
別
化
・
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
行
政
（
市
）
だ
け
で
対
応

す
る
の
は
大
変
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
住
民
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
行
政
だ
け
で
な
く
、
皆
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
新
し
い
公

共
」
へ
の
期
待
も
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

私
た
ち
の
住
む
地
域
に
は
、「
大
規
模
災
害
時
の
対
策
」
や
「
子
ど
も
の
登
下
校
時
の
安
全
対
策
」
、「
一
人
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
の
安
否
確
認
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
区
や
自
治

会
な
ど
が
個
々
に
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
近
隣
の
区
や
自
治
会
の
ほ
か
、
自
主
防
災
組
織
や
民
生
委
員
児
童

委
員
な
ど
地
域
で
活
動
す
る
多
様
な
団
体
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
対
応
す
る
こ
と
で
、
早
期
の
解
決
が
期
待

で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、「
地
域
力
」
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
活
動
範
囲
（
小
学
校
区
）
を
基
本
と
す
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

【澁谷会長】 

地域コミュニティ 

ＮＥＷＳ  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川原代地区では、20年の実績のある 

「川原代コミュニティセンター活動推進 

 

設立準備会を発足しました。地域コミュ 

ニティの形成を目標に、地域力を向上す 

るための活動拠点として運営していきた 

いと思います。 
         （敬称略） 
・会 長 木村 武（ ） 

・副会長 池野辺修（ ） 

  〃  川村光男（ ） 

・会 計 酒井 洋（ ） 

 〃  山崎英雄（ ） 

・監 事 飯島 弘（ ） 

  〃  桜井 淳（ ） 

 

 

 ５月２５日（金）に北文間コミュニティセンター 

で、北文間地区の区長・自治会長と北文間コミュニ 

ティセンター活動推進協議会の代表者などが集まり、 

第１回の北文間地域コミュニティ設立準備会が開催 

されました。準備会の会則や役員の人選などを決定 

したほか、準備会は住民自治組織、活動推進協議会、 

コミュニティセンター職員で構成することが決定さ 

れました。 
                （敬称略） 

〔役員構成〕 会 長 木村 和雅（豊田町区長） 

       副会長 梅原 良幸（ ） 

〃  武手木 守（南が丘自治会長） 

       会 計 栗山 昭司（須藤掘町新田区長） 

       監 事 生田 茂次（高須区長） 

〃  沼﨑 哲秀（長沖新田町区長） 

地域コミュニティ設立準備会が設置された地区では、今後以下のような流れで、

話し合いなどが行われる予定です。 

 時 期 協 議 内 容 な ど 

第１回 ５～６月 準備会メンバー、会則、役員などの検討 

第２回 ７～８月 
地区内の課題などの洗い出し、課題を解決するための事業

の検討、視察研修の検討 

研修 ９月 地域コミュニティや実施したい事業の先進事例などの視察 

第３回 １０月 地域コミュニティの組織体制、事業の具体的検討 

第４回 １２月 組織、事業の決定、予算案、規約の検討 

第５回 ２月 地域コミュニティの設立総会準備 

※実際の設立準備会の流れは各地区によって異なります。 

今
回
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」

に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
地
区
（
龍
ケ
崎
地

区
・
龍
ケ
崎
西
地
区
・
城
ノ
内
地
区
）
の

様
子
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す
。 

【
木
村
会
長
】
北
文
間
地

区
の
絆
を
強
め
、
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
役
員
一
同
頑
張
り

ま
す
。 

江川の土手沿いに桜の木を植え

た遊歩道を作って、そこで花見

をしたり…。川を浄化して、川

遊びをしたり、シジミや川魚が

採れるようになればいいな～。 

【木村会長】 


